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次月活動予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

       

    

                                          

 

                            

 

 

 

 

     

 

 

    

 

 

 

 

 

       

 

   

 

 

新たな取り組みに期待 

 

NPO栃木 DARC代表理事 栗坪千明 

5/28 に法人の総会を終え前年度の総決算と今年度の事業計画がなされました。今年度の新規事業の

一つとして、短期集中プログラムが開始されました。昨年度より検討を重ね、いよいよ実施です。こ

れは大きな挑戦です。４月の誌面では少し紹介しましたが、もう少し詳しく説明させていただきます。 

これまで栃木ダルクではこの１３年の活動の中で、おおよそ８００件ほどのアルコール・薬物依存

の相談を受けてきました。その中で感じるのは、施設入所は必要であるとはわかっていても、環境が

変わるということに対してのストレスと最低１２ヶ月（当施設）という期間の長さです。もちろんむ

やみやたらと長く設定しているわけではありません。依存症の回復には薬から遠ざかっている期間と

いうのも大事な要素であり、また最低限必要なプログラムを組み込んでいくと、どうしてもこのよう

な期間となってしまいます。これまでの経験でも社会復帰への焦燥感にかられ、早期終了していった

人たちの再発リスクが高いことも事実です。しかし導入ということを考えた時にそのことにとらわれ、

全く回復支援を受けないというのは不幸なことだと思います。躊躇している間に依存症がより悪化し

てしまうのを待つのは最悪です。動機以外にも様々な理由で入寮に至らないケースも多くあります。

女性の場合には子供がいると中々長期プログラムは大変ですし、事業経営者なども長期不在は難しい

と思います。そう言った人たちの回復の機会を作りたいと思い、始めたのがこの短期集中プログラム

です。まだ始めたばかりですので、改善要素はたくさんあると思いますが、上手に使って回復支援が

できれば良いと考えています。 

 

2nd Stage Center がいよいよ開設しました。これにより前々から検討していた Stage ごとに回復の

場を変え、より回復の段階を実感しやすくするという形が成立することになります。これまでは 3rd 

Stageは独立していたのですが、1st Stageと 2nd Stageは同じ施設内でのステージ移行であったた

め、なかなか 2nd Stage に上がったという感覚がもちにくいということがネックにあったのですが、

それが解消されることが期待できます。当面はそこで働くスタッフの研修センターとして機能してい

きますが、新たな回復モデルが出来上がることを期待しています。 

 

栃木ダルク 
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編集 特定非営利活動法人栃木ＤＡＲＣ 

URL  http://www.t-darc.comE ﾒｰﾙ：nesm@t-darc.com 

 

7月 

1日 喜連川社会復帰促進センター薬物依存離脱指導 

2日 仙台ダルクフォーラム 

6日 再乱用防止教育事業県北 

7日 岡本台病院プログラム 

8日 喜連川社会復帰促進センター薬物依存離脱指導 明徳会更生保護実施プログラム 

9日 家族教室 再乱用防止教育事業県央 こころの健康フェスティバル 

12日 アルコール関連問題研究会 岡本台病院統合失調症勉強会 

13日 東京保護観察所プログラム 

14日 宇都宮保護観察所プログラム 再乱用防止教育事業栃木県精神保健福祉センター 

   榛名女子学園薬物依存離脱指導 

15日 喜連川社会復帰促進センター薬物依存離脱指導 

19日 岡本台病院統合失調症勉強会 再乱用防止教育事業県南 

20日 岡本台病院プログラム 

22日 喜連川社会復帰促進センター薬物依存離脱  

24日 宇都宮家族会 

25日 東京保護観察所プログラム 

26日 岡本台病院統合失調症勉強会 

28日 女性のための心のケア講座 再乱用防止教育事業栃木県精神保健福祉センター 

   榛名女子学園薬物依存離脱指導 

29日 宇都宮保護観察所プログラム 

8月 

1日 黒羽刑務所薬物依存離脱指導 

2日 男性施設海水浴  

4日 岡本台病院プログラム 再乱用防止教育事業精神保健福祉センター 

   榛名女子学園薬物依存離脱指導 

5日 喜連川社会復帰促進センター薬物依存離脱指導 

6日 家族教室 再乱用防止教育事業県央 

8日 黒羽刑務所薬物依存離脱指導  

10日 宇都宮保護観察所プログラム 東京保護観察所プログラム 

12日 喜連川社会復帰促進センター薬物依存離脱指導 

16日 再乱用防止教育事業県南 

17日 栃木 DARC・岡本台病院連絡会 

19日 喜連川社会復帰促進センター薬物依存離脱指導 

22日 東京保護観察所プログラム 

http://www.t-darc.com/
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これからも 

2nd Stage Center 施設長 秋葉紀男 

 みなさんこんにちは、このところ初夏を思わせる暑い日が続きますが、皆様におかれましては

いかがお過ごしでしょうか。 

 私はこの 6月から 1st Stage Center（県北）から 2nd Stage Center（県南）に移動になり新た

な新天地でこのニュースレターを綴っています。 

 １st Stage Center（以下 1sc）から 2nd Stage Center（以下 2sc）からは移動距離にして約

100kあり宇都宮から東京に行くくらいの距離があり行き来するにも時間がかかり、開設するまで

にも行ったり来たりと結構大変でしたが、なんとか引越しも済んでひと段落したところです。ま

だまだ色々やることは山積みになっていますが一つ一つ焦らずゆっくりとやろうと思っています。 

  

 思い起こすと宇都宮から那須そして県南と３施設を渡り歩いているわけですが、今までと違う

ところは全く新しい施設を 1から立ち上げるということで、宇都宮と那須は今までやってきた施

設をそのまま引き継ぐ形である程度決まった型の中で出来ましたが、今回は全く何もないところ

から始めるので不安もありますが、ワクワクというか楽しんでいる自分がいます。ある程度の枠

組みとして栃木ダルクの PG が決まっているので、その他の事をこれから決めていきたいと思っ

ています。 

 当面の予定としては一面の代表の文面にもありましたが、人数を制限してこれから栃木ダルク

を担うであろう人たちの研修所として行く方針になっています。 

 依存症からの回復とは色々な形があり、人それぞれの回復のスピードや回復の仕方があり、こ

れからの依存症の回復施設は色々なニーズがありそれに対応する人材も多く抱えていかないとい

けないし、そこに関わるスタッフのレベルも時代の流れに合った形に変化しそこに対応出来るよ

うに研修等も充実して行かなければならないと思っていますので、今までの栃木ダルクそしてこ

れからの栃木ダルクのご支援をよろしくお願いします。 

 話は変わり私事ではありますが、今年の４月にクリーン７年を迎える事ができました。これも

仲間のおかげだと思っています。仲間に感謝です。 

  

 思えば７年前に繋がってから今日まで何事もなく無事にクリーンを続けてこれたのも仲間が支

えてくれたおかげだと思っています。回復支援に関わっ

ていく中で一番大きいのはやはり仲間の存在で回復して

いくためには一人ではどうにもならないと思っています。

同じ病気を持つ仲間同士でクリーンを喜び合えるそんな

存在が私たちには必要で、もちろん病気のことを理解し

てくれる一般の方々の支援もとても大切だと思っていま

す。 

  

 これから生きていく上で色々な事が起きると思います

がクリーンを続けること、そしてこれから来る仲間の回

復支援を出来る限り続けていきたいと思っています。 

 

 

 

 

 

那珂川で行われた田植え！ 

毎年恒例になっている流しそうめんと BBQの様子です。 

 

これも毎年恒例になっている山登りの様子です。 

那須岳登山！ 
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人生エキサイトバイク 

依存症のファミリー 

皆様はじめまして、アルコール依存症のファミリーです。この度ニュースレターを書かせ

て頂く事となり、ペンを取らせてもらいました。文章を書くのが大の苦手なので上手く書け

ているか自信がありませんが読んで頂けるとうれしいです。 

僕は昭和 58 年 8 月 9 日に千葉県の野田市で産声をあげました。僕は自転車が大好きで、

河川敷にあるモトクロス場で泥土まみれになりながら走ったり、プラモデルを作っては色を

塗ったり改造したりして趣味に明け暮れていました。それなので勉強はおろそかにしていま

した。タバコとお酒は手を出すつもりはありませんでしたが、あの味を覚えてしまってから

は徐々に量が増えていき、日常生活がままならなくなり、挙句の果てには頭の中がアルコー

ルのことしか考えられなくなり、脳みそが奈良漬のようになっていきました。アルコールさ

えあればそれだけで良かったし、アルコールを手に入れる為に働く事も楽しかったです。楽

しすぎて先の事など何も考えずにアルコールという名のエネルギーをチャージしてはやりた

い放題、無茶苦茶な事をしていました。 

 そしてとうとう 20 歳という若さにして、正真正銘のアル中になってしまいました。自分

ではそれが普通だと思っていたので、現在ではあの頃に戻り、違う人生をやり直せればなぁ

と考えては後悔しています。僕の人生、数十年の天国といえば天国であり、現実を見れば地

獄のような日々が続きます。朝、目が覚めると近くの自販機に車を走らせては大好きな缶ビ

ールを大量に買い込んで「二日酔いには迎え酒！！」などとブツブツつぶやきながらゆっく

りと流れていく時間にどっぷり浸かって、いつのまにかコタツに横になり、気がつけば陽の

沈む時間にパッチリ目が覚めて、そのまま 2回戦へと突入します。一体いつまで続くのでし

ょうか…体の中にどんどんアルコールを注入していきます。頭の中はすでにアルコールのこ

とでいっぱいになり、気分もフワフワして楽しくて仕方ありません。「この時間がずっと続か

ないかなぁ」と考えながらゆっくりと本数が増えていき、そして寝る。その繰り返しです…

本当に何をやっているんだか…でも酒が切れるとまた飲みたくなるし、飲んでいると一瞬で

はありますが幸せな気持ちになるのです。その為酒以外の事はどうでもよくなってきて、酒

を飲む事しか考えられなくなってしまうのです。アル中なんてこんなもんですよね。自分だ

けそうなのかな？ 

 でもそんなアル中人生に転機が訪れます。それは飲み仲間の死です。それからというもの

アルコール依存症の勉強をして、自分の状態が大変なことになっている事に気がつきました。

それでも酒が止まらず、精神病院への入退院を繰り返し、そして DARCに繋がりました。正

直「終わったな」と思いました。入寮して 2カ月ほど経ちましたが、来たばかりの頃は何も

できず、ネガティブな事ばかり頭の中にありました。 

そんな僕でも日が経つにつれて少しずつ変わっていきました。それも仲間が支えてくれた

からだと思います。酒が無い人生もいいかな？と思いはじめましたし、四六時中、仲間とい

る安心感や喜びが芽生えてきました。ここに辿り着くまで人それぞれではありますが、「仲間

は仲間」なんですよね。仲間っていいですね。籠り酒の毎日から抜け出し、いまの施設生活

で学ぶ事を学び、何でも吸収できるように頑張ります。先の事や将来の事はまだまだですが、

諦めないようにします。DARCに繋がって良かったです。本当に感謝していますし施設の仲

間とアノニマスネームであるファミリーな関係を築きあげながら野田の家族に僕の頑張って

いる姿を伝えられたらいいなと思っています。ありがとうございました。 

 

 

変わる力 

                               依存症のヤマチャン 

 

季節も五月となり、梅雨の前の一年中で一番さわやかな時期をむかえ、すごしやすい毎日

を送っている。昔、飲んでいた頃は、季節など関係なくひたすら飲むことだけにとらわれて

いた。何度もやめようとしたが、やめられなかった。自分ひとりだけでやめようとしたがや

められなかった。そのうちに生活に行き詰まり、生きることがどうにもならなくなった。そ

れでも、つぶれて病院に入院すれば回復し、飲める体になれば飲酒した。何度も同じことを

くり返した。最悪だったのは、結かくのかくり病棟に入院したときで、死に状態から熱も下

がり、歩けるようになると、さっそく飲酒した。はじめは散歩の時間にコンビニで買った酒

を飲んでいたが、しばらくするとスーパーで買い込んで病室に持ち込んで飲んでいた。案の

定、飲酒現場を発見されて強制退院させられた。結局飲酒は止まらず振り出しにもどった。                                    

 路上生活にも追い込まれたが、蛇の道は蛇、類は友を呼ぶのたとえの通り、酒はなんとか

なるもので、ホームレス生活をエンジョイしていた。この頃の自分は、出た所勝負、行き当

たりばったりのどうにでもなれ状態で生きていたので、非常識と不衛生の感覚がマヒしてい

た。まるで海の底のヘドロの中での生活になじんでいたような気がする。       

ここまで落ちると、自力での立ち直りは不可能であり、他者の介入、支援が不可欠となる。

なにしろ、自己中心的で自分勝手、我のかたまりが歩いているような人間なので、人の話は

聞かないし、酒を飲むことでしか自己表現ができない。解決策や出口がなくても、酒さえあ

ればまどろむことができるので、直接現実と向き合うことはない。その上、自分の思い込み

の中で生きているので、経験が成長につながらない。当てがハズレたり、予定がズレたり、

思いどうりにならないのが当たり前の世の中で生きていくのは、当然無理なので、途中でツ

ブレてしまう。自己表現の手段が酒を飲むこと以外ないので、助けを求めたり、相談したり

できない。家族にも見はなされ、結局、だれにも相手にされなくなる。しかも、飲めば飲ん

だで悪態をつき、ほったらかしにされるとイジけてしまう。要するに、どうしようもないヤ

ツだったとしかいいようがない。これが飲んでいた頃の自分の姿であり、いい意味でも悪い

意味でも、認めたくなくても認めるしかない自分の現実だった。なんとか断酒してシラフで

ながめる現実は、トゲがあり、冷たく、ギクシャクしてとても飲まないではいられないそん

な感じがした。また、一日がとても長く、長い行列にならんでいて、いつまでたっても自分

の順番がこないような感じもした。残念ながら、待てないことと、結果をすぐにほしがるこ

とだけは変わることはない。変わることがなければ、受け入れるしかないだろう。それほど

自分に実力があるわけではないので、現実を無視していつも高望みをしていることになり、

その結果、失敗と破綻を繰り返すようになる。好きで酒を飲んでいたというよりも、必要に

かられて酒を飲んでいたようなきがする。その上、飲酒欲求を一人で克服しようとして何度

も失敗し、死を目指す飲酒にまでなっていたのかもしれない。そもそも自分の意志の力だけ

で修正できる人間が、不健康な習慣のとりこになるはずはない。生きるために必要だと自分

が勝手に思い込んでいた酒につても、以外とこんな感じなのかもしれない。酒をやめたいと

いう願望に変わることがなければ、受け入れるしかないだろう。待つことができなくても、

待つことを受け入れることはできる。結果がすぐ出なくても続けることはできる。実力はそ

んなになくても、自分にできることはやれる。こんなことの繰り返しを積み上げていくこと

によって、たまに振り返ると案外自分が変わっていることに気づく日がある。 
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5月の献金・献品 

 （献金） 匿名者２名様 

 (献品)  匿名者４名様 茨城 DARC代表岩井喜代仁様、デイホームえがお様、匿名者４名様 

     

  とても助かっており、 栃木ダルク一同感謝しています。 

献品のお願い 

・ 2nd Stage Center開設のため事務用備品、家具、家電（TV、洗濯機、冷蔵庫、電子レンジ、掃除機、

ファンヒーター、扇風機）,台所用品、茶碗や陶器類等あればよろしくお願いします。 

・ 修了者の為の原付バイクがあれば頂きたいです。中古、多少壊れていても結構です。 

・ 中古パソコン,中古の乗らなくなった自転車等あれば宜しくお願いします。 

・ トレーニング器具（ダンベル、バーベル等）、その他の器具、あればよろしくお願いします。 

 

 

那須 TC   

・ユキ サポート〜リーダーへ 

・ポポ メンバー〜サポートへ 

那珂川 CF  

・モリオ Stage2〜Stage3へ 

・ジュンジュン Stage1〜Stage２、サポートへ 

・ハマハマ サポート〜リーダーへ 

宇都宮 OP  

・該当者なし 

PP 

・カオリ Stage1〜Stage２へ 

 

 

 

 

 

  

    

 

 

  

・ 2nd Stage Centerに秋葉が移動しましたが、引き続きニュースレターの 

編集は担当させてもらいますのでよろしくお願いします。 

 

                 

 

 

今の思い 

ヒロ 

 ニュースレターを書かせて頂ける事になった依存症のヒロです。今年の６月６日で施設に来て、

丸４年になります。この４年間自分では、あまり成長してないんじゃないかって思っていたの

ですが、やっぱり過去の自分と比べると変わったなって言ってくれる先行く仲間の言葉がある

ので…嬉しいなって思っています。４年前私は、自分を大切にするという事が分からなくて、

先行く仲間に「自分を大切にするってどういうことですか？」って聞いていました。教えても

らって言葉では分かるのですが、やった事がない私は、自分を大切に出来ていなかったと思い

ます。先行く仲間に声かけされて、やっと自分を大切に出来て来たのかなって思います。今、

プログラムの進行を任されてやっていますが毎回緊張していて、終わった後いつもこれで良か

ったのかと不安になります。不安な事も沢山あるけど仲間に支えてもらっていると思って頑張

っています。自分が好きなプログラムは…得意ではないけど、ミーティングです。以前パン作

りが好きでした。勿論今も好きだけど…ミーティングで話す事で自分の中を整理出来るので…

好きです。仲間と話をする機会があるのですが、仲間の家族の話を聞くとうらやましくなって

しまいます。私は母と昔から仲が良くなくて、一緒にいることも少なくて、最後に話したのが

10年前です。しかも妹と喧嘩して、母は、妹の肩を持って私に文句を言って電話を切ったのが

最後です。小さい頃から母とは縁が薄いとか、家族に縁が薄いとか思って生きて来たので、こ

れからもきっとそうだよなって思っています。薬物の連続使用をする前から（17歳から 35 歳

くらいまで）仕事が大好きで母親に仕送りをしながら働いていたときは、薬物の誘惑があって

も興味なかったからやらなかった時があったのだから、今の生活で薬物以外の事に興味を持て

ば薬物をやめ続けられると思うし、生活を変えて行けると信じています。この４年間ずっと信

じ続けて生活して来ました。入寮して一年過ぎた時犬が来る事になって 1 度施設を出たけど、

親戚や友人の「戻った方が良い」と言う言葉を聞いて、自分の感情に関係なく生活出来なけれ

ば何も続かないなって思い戻りました。あれから約３年自分の居場所はここしかないって思っ

て生活していますが、現実に親との関係を考えたくない私がいるのは確かで…妹とは、喧嘩し

た後仲直りしていますが、仲直り後すぐ私が矯正施設に入ってしまい、その後 DARCへすぐ繋

がって連絡先が分からない事も含め会えないけど、もしこの先で会う事が出来たら良いなと思

っています。ただ母親には色んな思いがあって会いたくないって思います。でも元気には暮ら

していて欲しいなって思っています。（やっぱり自分を生んでくれた母親だから気になります

…）これから私はどういう生活をして行くのか？とか、考えますが今までとは違う生活をして

いるので想像出来ません。でも一つ思っている事があって、私は DARCで関わる事をして行き

たいと思っています。自分に何が出来るかとかまだ分からないけど、仲間の中に居る事で回復

を一緒に出来たら幸せだろうなと思います。矯正施設では集団生活がすごく苦手で、どちらか

と言うと大嫌いだったけど、今は集団生活が私にとってすごく大切だと思えています。ここで

の経験は一人暮らしでは出来ないから…１人の生活が大好きだった私…今では仲間がいないと

落ち着かない状態になっています。以前いずれ施設を出たら１人になると考えていたけど、今

は１人暮らしするのが出来るのかなって考えたら…想像したくないって思う自分がいます。薬

物を使わなくなって今年の７月で丸７年経ちますが、まだ親戚に会う事は出来ないなと思いま

す。１０年経たないと堂々と会えないなって思うのは自分に自信がないからです。自信がつく

にはまだ時間がかかると思います。 

 これからも焦らないでゆっくりと自分のペースで生活します。 
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私の回復への第一歩 

依存症のジュンジュン 

   この度、初めてのニュースレターを書きます依存症のじゅんじゅんと申します。 

 私はアルコールと、精神疾患がある為その処方薬に問題があって、栃木ダルク那珂川コミュ

ニティーファームに繋がりました。 

私は２０年に渡る気分障害の闘病生活を送っております。宇都宮の精神科病院に入院中にダ

ルクの話を聞き、病院から施設に繋がりました。 

ずっと、ひとり暮らしのアパートに引き篭もって、ネットをしながら酒を飲むといった退廃的な生

活をしておりまして、睡眠導入薬のオーバー・ドーズも繰り返し、うつ病なのに病気を治すつも

りも無く、自暴自棄になっていました。ある日、飲酒運転で夜中にスーパーに酒を買いに行き、

その帰りに正面衝突の事故を起こし、こちらに１０対０で非があるのに、怒っている被害者を確

認すると、「こんだけ元気なら大丈夫だろうと」無責任な判断で、携帯電話をその時に持って行

かなかったのもありましたが、警察に連絡をせずに逃げてしまいました。私はその時に買ってき

た酒を早く飲みたかったのと、恐怖心を消す為に酔いたいと思いそのような無責任な行動を取

ってしまいました。結果、私は大型、けん引と持っていた運転免許を失い、裁判で執行猶予付

きの判決を下され、沢山のものを失いました。それでも、様々な柵から逃げる為、現実を受け

入れたくない為に、アルコールを摂り続け、奇行を繰り返して何度も警察沙汰を起こし、入院

中に８年住んだアパートも退去させられました。身内やお世話になった人からの信用も、何より

も、自分自身の責任能力も失いました。 

何とか酒を止めたい処方薬も減らしたいと思いながらも、現実を逃避したい為、孤独感を埋め

るために大量に飲酒をし、いつまでも眠っていたいという欲求から、処方された薬も定められた

量を飲まないといったことを繰り返して入院となり、入院中も緩和病棟に入ったのをいいことに、

外泊許可を取っては飲酒をするといった、言わば問題のある患者でした。症状も、うつ病から

双極性障害と診断され、病気を治す気がないと判断された私は、任意入院から医療保護の入

院となり、外泊どころか、院内外出も喫煙も電話連絡も出来ないといった厳しいものとなり、保

護室にも数日間入りました。 

 ダルクに入寮したのも病院よりはマシだろうという軽い考えからでした。しかし現実は厳しく、

入寮当初は、人間関係や不自由な生活が嫌で嫌で仕方なく、とても居づらい所で、本当に回

復など出来るのかな？とか、こんなことをしなくてはならないほど自分は酒を飲んだのだろう

か？といった疑問を抱いて生活してました。 

 今は施設生活も３ヶ月を過ぎ、生活にも慣れ、メインプログラムの農作業も積極的にやって、

やりがいを感じてます。私は長いこと自動車整備士の仕事をしてましたので、農作業は身体を

使うこと、道具を使うこと、何よりも仲間と協力し合って作業をすることに共通する部分があって、

興味がわきます。先行く仲間から農業のことを学ぶと、奥深いものだなと感心させられます。茄

子や米などの収穫がとても楽しみです。 

 NAにも興味が沸き始めました。NA ミーティングで積極的に発言し、仲間の話を聞くことが、 
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回復への道だと感じ始めています。仲間と回復について分かち合うことで気分が落ち着き、こ

ころ癒される大切な時間です。自分を依存症だと認めることが、回復の為の第一歩と気づきま

した。 

 今はサポートの役割を頂き、まだ未熟ですが、仲間の生活の手助けする仕事を覚えようと努

力してます。重要な役割なので責任を感じますが、これも回復の為と考え、何よりも仲間から信

頼されることを喜びにしています。 

 あのアルコールに浸かっていた堕落した日々よりも、今の規則正しい生活が、とても有意義

で充実してます。今日一日を大切に生きようという、今まで無かった生活を過ごしてます。 

 皆様も今日一日を大切にして、回復の道を歩み続けてください。ありがとうございました。 

   

五月に那珂川 CFから卒業したカッサンです！ 

修了おめでとうございます‼  

 

 

施設報告 

1sc（導入）17 名 2sc（回復）0 名 3sc（後期・社会復帰）14 名 Ncf（農業）

13 名 pp ピースフルプレイス（女性）9 名計 53 名で活動しております。各々

の施設でステージ事のプログラムを実施しております。 

 



ＮＰＯ法人 アディクションサポートセンターとちぎ 

世話人     井澤、渡辺（伸）、中田（昌）、山口（啓） 

       連絡先  （井澤）080-5883-5427＜家族会の電話を兼ねる＞

     城山地区市民センター   028-652-0621＜窓口＞ 

                   028-652-4794＜まちづくり＞ 

家族に薬物依存者を抱え「なやみ」「くるしみ」を一人ではどうにもならなくな

った家族の回復を目的として、健全な社会生活が出来るようケアする、あなた自

身の回復と成長のために家族会のミーティングに参加しませんか。 

２０１６年  家族会のスケジュール ＜※ 日程の確認をよろしくお願いします＞ 

  日程 場所 内容 

第
百
五
十
七
回 

４月２４日 

（日） 

 

 

城山地区 

市民センター 

学習室４、和

室 1・2、集会

室 

 

１０：００～１４：００ 

合同ミーティング・定期総会 

 但し１０：３０～１２：００ 

  体験談（ピースフルプレイスメンバー）  

第
百
五
十
八
回 

５月２９日 

（日） 

 

 

城山地区 

市民センター 

学習室４、和室

1・2、集会

室 

１０：００～１５：３０ 

グループ・合同ミーティング 

 但し１０：３０～１２：００ 

     栃木県保健福祉部薬務課 

  川島敏武氏による講演 

第
百
五
十
九
回 

６月２６日 

（日） 

 

 

城山地区 

市民センター 

学習室４、和

室 1・2、集会

室 

 

１０：００～１５：３０ 

グループ・合同ミーティング 

但し１０：３０～１２：００ 

体験談（那須ＴＣ・那珂川ＣＦ・宇都宮ＯＰ） 

 

第
百
六
十
回 

７月３１日 

（日） 

 

 

宇都宮ＯＰ 

・宇都宮市大曽２

－２－１４ 

・０２８－６５０

－５５８２ 

１０：００～１５：３０ 

グループ・合同ミーティング 

 但し１０：３０～１２：００ 

    マロニエ医療福祉専門学校 

作業療法学科長 渡邉厚司氏による講演 

  

第
百
六
十
一
回 

８月２８日 

（日） 

 

 

宇都宮ＯＰ 

・宇都宮市大曽２

－２－１４ 

・０２８－６５０

－５５８２ 

１０：００～１５：３０ 

グループ・合同ミーティング 

 但し１０：３０～１２：００ 

 栃木ダルク代表 栗坪千明氏による講演 

第
百
六
十
二
回 

９月２５日 

（日） 

 

 

那珂川ＣＦ 

星ブドウ園 

１１：００～１３：００ 

栃木ダルクメンバーと家族会による交流会 

     【問合せ先】 

住所 那珂川町谷田８４６－３ 

電話 ０２８７－９６－３０７６ 

 

薬物依存者家族会のご案内 



ピースフル・プレイス 施設建物改装工事費用の寄付のお願い 

 

青葉の候、皆様におかれましてはますますご健勝のことと心よりお慶び申し上げます。日頃は栃木

DARCピースフル・プレイスの活動にご理解をいただき、厚く御礼申し上げます。 

 

さて、このたびピースフル・プレイスでは、かねてより検討してきた施設建物の改装工事を本格的にす

すめることになりました。全国的に見ると女性の薬物依存症者用のリハビリ施設は少しずつ増えてきてい

るとはいえ、まだまだ足りていない状況にあります。１人でも多くの女性依存症者の受け入れができるよ

う、ピースフル・プレイスでも努めてきましたが、居住スペースを確保しようとする余り来客や利用者の

相談を受ける場所が設置出来ていません。 

今回の改装内容としましては、居室スペースと隣接している倉庫を改装し、事務所と相談室を設けます。

合わせて、現在事務所として使用をしている部屋を居室に変え、定員数を増やす事が出来るようになりま

す。その改装工事に伴い、工事費用の寄付をお願いしたいと考えております。 

主旨をご理解いただき、ご協力賜りますようお願い申し上げます。 

なお、寄付につきましては、専用の払込取扱票を同封させていただきます。 

 

問い合わせ先：特定非営利活動法人 栃木 DARC  

ピースフル・プレイス 施設長 栃原 夕子  

 ℡ 028-612-1626 

 

 数量 単位 単価 金額

大工工事一式 1 １式 413,260 413,260

クロス工事一式 1 １式 136,000 136,000

空調工事一式 1 １式 36,000 36,000

電気工事 分電盤取付工事 1 １式 18,000 18,000

コンセント配線 4 個 3,000 12,000

エアコン配線 1 １式 5,000 5,000

スイッチ配線 1 １式 2,800 2,800

照明器具 2 １式 20,000 40,000

消耗品及び雑材 1 １式 13,000 13,000

諸経費 1 １式 13,620 13,620

左官工事一式 1 １式 60,000 60,000

解体/処分費 1 １式 12,000 12,000

諸経費 1 １式 65,700 65,700

値引き 1 １式 1,380 1,380

826,000

66,080

892,080

消費税（８％）

税込み合計

御見積書

品名

合計


